
みんなでつくる『ふくしのまちづくり』vo.1
　誰もが安心して住み続けられるまちをめざす「ふくしのまちづくり基本構想」を令和６年３月に策

定しました。あらためて町の現状やこれまでの経過を皆さんにお知らせいたします。

　今の「芳生苑」と「健楽苑」は、町が整備し、社協が

指定管理者として管理運営しています。（下図参照）

　新たな福祉施設は、社会福祉法人ゆうゆうが整備し所

有する「民設民営」となります。町が新しく建てるわけ

でも、芳生苑を建て替えるわけでもありません。

　現在の「芳生苑」と「健楽苑」は新しい施設が出来た

段階で「廃止」となります。

社会福祉法人ゆうゆう
　石狩郡当別町を中心に、『「ひとりの想い」

を文化にする。』を理念に、設立当初から「支

え手」「受け手」の関係を超えた支え合いの

仕組みづくり、地域づくりを行っています。

　障がい児者への支援として、放課後等デ

イサービス、障がい者の総合相談やグルー

プホーム、生活介護、居宅介護、レストラ

ンやケーキ屋での就労支援など様々な福祉

サービスを提供している他、高齢者支援と

して居宅介護支援事業、有償ボランティア

の育成・コーディネート、子どもの学習支

援や共生型農園、障害者の芸術文化の推進

にも取り組まれています。

令和５年
10月13日　�「芳生苑」「健楽苑」の指定管理者である『和寒町社会福祉協議会（社協）』と今後の施設

整備と運営について協議

12月22日　�社協から「施設を整備する知識や能力を持つ人材がいない。経営改善をして将来的に自

立できる可能性が低いため、整備運営をする主体として受けることはできない。」と報告

を受ける。

12月27日　�町、町議会、社協の三者で、今回の構想策定に関わり、経営ノウハウや専門的な知見、

強固な人的ネットワークを持つ『社会福祉法人ゆうゆう（ゆうゆう）』へ施設整備と運営

について要請を行う。

令和６年
１月16日　�ゆうゆうの理事会協議を経て、要請を受託していただく。

２月22日　�町とゆうゆう、社協で『ふくしのまちづくりに関する包括連携協定』締結

３月16日　�町とゆうゆうが『ふくしのまちづくりに関する基本協定』締結

　新たな福祉施設は、上記３つの課題を解決するために、「民間による整備と運営」として進めてき

ました。その経過は次のとおりです。

２　新たな施設の整備・運営主体について

１　和寒町の高齢者福祉施設の現状と課題
⑴進む施設の老朽化
芳生苑（昭和51年建設）
健楽苑（平成６年建設）
　大規模改修は困難なため、新
たに整備する必要があります。

⑵町外転出・入所者減少
　在宅高齢者が医療環境や社会資源が
充実した町外へ転出する傾向
　定員100名の芳生苑は、令和５年度
末の入所者は50名（左下グラフ参照）

⑶高額な施設運営費
　介護職員を確保するため人件費がか
かり、運営費が増加
　施設運営を支援するため、毎年１億
円を超える額を町は負担しています。

現在の福祉施設 新たな福祉施設
名称 「芳生苑」「健楽苑」 ゆうゆうが決める
所有 公設（和寒町） 民設（ゆうゆう）

運営
民営（和寒町社協）

※指定管理
民営（ゆうゆう）

芳生苑入所者数（人）各年度末

　町では新たな特別養護老人ホームの整備について、専門的な民間の知

見を取り入れながら、高齢者はもとより障がいのある方や子どもたちな

ど、多様なニーズに対応できる機能と、本町の社会資源を有効に活用で

きる複合的な機能について検討することとしました。

　町民の皆さんからいただいた意見や様々なアイデアを

取り入れ、『共愉（きょうゆ）するまちを創造する』を

基本理念とした「和寒町ふくしのまちづくり基本構想」

と「中核となる福祉施設の基本計画」を策定しました。
基本構想、概要版は

こちらのＱＲコードから
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ご質問にお答えします「特別養護老人ホーム編」

【現在整備を検討している内容】
・特養の定員は48名とし、ユニット型個室を検討します。
・短期入所（ショートステイ）は、空床利用型とします。

　これまで様々な場面で町民の皆さんから寄せられた「ふくしのまちづくり」に関する疑問やご質問

にお答えいたします。今回のテーマは、「特別養護老人ホーム（特養）」です。

●空床利用型の短期入所とはどのようなものですか？
　一時帰宅や入院等で利用されていない個室を利用し、在宅で介護されているご家族の方が病気や休

養、冠婚葬祭、旅行等の理由で介護ができないときに、一時的に施設を利用するサービスです。

●芳生苑の定員は100名ですが、新たな施設は48名で良いのですか？
　利用定員100名の特別養護老人ホーム「芳生苑」は、現在50名

程の入所者で推移しており、待機者は10人程度いますが入院や他

の施設に入っている方がほとんどです。

　今後の人口推計では65歳以上の人口は減少していきますが、85

歳以上の人口は2035年をピークに横ばいで推移するため（右グラ

フ参照）、介護や支援を必要とされる方のニーズは当面あるもの

と見込み、定員を48名として計画しています。

　さらに、町内からの利用者の減小を見据え、町外者も含めた広

域的な受け入れ体制を整えるとともに、今後の社会的なニーズに

柔軟に対応できる形での整備も検討されています。

高齢者の推計（人）
資料：第９期介護保険事業計画

●居室を『ユニット型個室』とするのは、なぜですか？
　現在の芳生苑は多床室（４人部屋）ですが、新たな施設は、『ユニット型個室』を考えています。

　ユニットケアとは、10名程の少人数単位で介護をするスタイルで、一人ひとり個室でプライバ

シーが確保され、個室を出てすぐに「リビングスペース」という交流スペースが設けられています。�

（下図参照）

　日中はリビングスペースで食事やイベントを楽しむなど、家庭生活の延長のような感覚で、施設で

あっても、その方の生活リズムに合わせたサービスが提供できます。また、決まった職員を配置する

ことで入所者と顔なじみの関係ができます。

　北海道が定めた「老人福祉施設等整備方針」でも、新たな特養を建設する際は、ユニット型である

ことが推奨されていますが、その入居費用は多床室よりも個室の方が高くなることになります。

リビングスペースの例資料：厚生労働省老健局総務課

梢梢　広報わっさむ　令和６年６月号　広報わっさむ　令和６年６月号33

45名に変更しました。

PC2412
ハイライト表示



●新たな特養に入るには、どれくらい利用者負担が必要ですか？
　特養の利用者負担は、①介護サービス費 ②居住費 ③食費 ④その他の費用（理美容費、嗜好品など）

を合わせた額となります。

問い合わせ先　保健福祉課　地域福祉推進室　32-2000

 ― 「ふくしのまちづくり」に関する出前講座 ― 
　「ふくしのまちづくり基本構想とは」「新たな施設の整備計画について」など、自治会や老人

クラブ、団体やサークルなど、皆様の集まる場へ説明に伺いますので、希望される場合は、地

域福祉推進室までご連絡ください。

　基本構想をもとに、今後も町民や事業者の皆様との連携、協力しながら、『誰もが住み続けられ

るふくしのまちづくり』の実現に向けた事業の取り組みと、

施設整備の支援を進めてまいります。

　基本構想をさらに具体化するため、昨年に引き続き、「町

民サミット」や「ラボ」などでご意見を伺いますので、皆

様のご参加、ご協力をよろしくお願いします。

例）�国民年金のみ受給されている方（老齢基礎年金の満額支給者 年額795,000円）は２段階に該当し

ますので、要介護３の方が特養に入所した場合、自己負担額は62,970円となりますが、世帯の収

入状況により、月の介護サービスの自己負担上限額を超えた分は「高額介護サービス費」の支給

が受けられ、実際の月額負担額は60,900円と試算されます。

注意）�この利用者負担額は芳生苑のサービスを基に試算したものですので、
報酬単価や施設の人員配置により実際の負担額は変わります。

特別養護老人ホーム（ユニット型個室）の利用者負担額（月額）の試算（単位：円）

介護度 負担額

要介護３ 26,670

要介護４ 28,740

要介護５ 31,050

①介護サービス費
（１割負担）

1段階 2段階 3段階① 3段階②
基準額

60,180 24,600 24,600 39,300 39,300

②居住費

自己負担限度額

1段階 2段階 3段階① 3段階②

40,800

基準額

③食費

自己負担限度額

43,650 9,000 11,700 19,500

1段階 2段階 3段階① 3段階② 1段階 2段階 3段階① 3段階②

要介護３ 130,500 60,270 62,970 85,470 106,770 130,500

要介護４ 132,570 62,340 65,040 87,540 108,840 132,570

要介護５ 134,880 64,650 67,350 89,850 111,150 134,880

合計（①+②+③）

額準基度護介 基準額

48,600 60,900 83,400 104,700

実際の利用者負担額（高額給付費受給後）

(表）自己負担限度額の負担段階

第３段階② 120万円超の方

例：２段階

単身で
650万円以下

夫婦で
1,650万円以下

負担段階 所得の状況 資産の状況

第１段階
生活保護受給者

非
課
税
世
帯

老齢福祉年金受給者

第２段階
合計所得金額

＋
課税年金収入

額
＋

非課税年金
収入額

80万円以下の方

第３段階①
80万円超
120万円以下の方

　「①介護サービス費」は、要介護度ごとの基準額とサー

ビスや人員配置などによる加算額により決まります。

　部屋代である「②居住費」と「③食費」は、各施設で

異なりますが、年金などの収入と保有する預貯金などの

資産が一定以下の方に対して「自己負担限度額（下表）」

が設けられています。
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みんなでつくる
『ふくしのまちづくり』vol,2� 「在宅支援サービス編」
　これまで様々な場面で町民の皆さんから寄せられた「ふくしのまちづくり」

に関する疑問やご質問にお答えいたします。

　今回は、可能な限り自宅で日常生活を送ることができるよう支援するための

サービス「在宅支援サービス」について紹介します。

【ふくしのまちづくり基本構想 ビジョン２】
あらゆる住民が安心して在宅生活を送ることができる在宅支援サービスの体制構築
・「訪問看護」「訪問介護」「居宅介護支援」などの、在宅支援サービスの体制を整備します。
・��短期入所（ショートステイ）や通所・訪問サービスは、高齢者や障がい児者が利用で

きる「共生型サービス事業」（注.次ページ参照）を実施します。

●町内で利用できる在宅支援サービスはどのようなものがありますか？

訪
ほう
問
もん
看
かん
護
ご

　主治医の指示により、看護師が自宅を訪問

し、薬の管理など健康状態の悪化防止や回復

に向けてお手伝いします。

●サービスを提供するところ
　旭川地域訪問看護ステーション

訪
ほう
問
もん
介
かい
護
ご
（ホームヘルプ）

　ホームヘルパーが自宅を訪問し、食事、入

浴、排せつなどの「身体介護」や、調理、掃

除、洗濯などの「生活援助」を行います。

●サービスを提供するところ
　なのはな訪問介護事業所　など

短
たん
期
き
入
にゅう
所
しょ
生
せい
活
かつ
介
かい
護
ご
（ショートステイ）

　家族の冠婚葬祭や介護負担の軽減などのた

めに一時的に施設に滞在できるサービスです。

●サービスを提供するところ
　短期入所サービスセンター「芳生苑」

認
にんちしょう
知症対

たいおうがた
応型共

きょう
同
どう
生
せい
活
かつ
介
かい
護
ご

（グループホーム）
　認知症の人が少人数の家庭的な環境で、食

事、入浴、排せつ、身体的介助、リハビリな

どのサービスを受けて共同生活を送るところ

です。（利用は要支援２以上の方）

●サービスを提供するところ
　ぐるーぷほーむ おや里かん

通
つうしょ
所介
かい
護
ご
（デイサービス）

　体操やレクリエーションをしたり、食事や入浴などの

支援を日帰りで受けられます。

　孤独感の解消やご家族の介護負担軽減が図られます。

●サービスを提供するところ
　老人デイサービスセンター「健楽苑」
　通所介護なのはな、NPO法人 ОＩＤＥ

【自宅で生活しながら受けられるサービス】

【泊まり】

サービスを提供するところ

【通い】
【訪問】

住まい

町のホームページ
(基本構想、概要版）
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【その他のサービス】

●「共生型サービス」とはどのようなものですか？
　「共生型サービス」とは、障がいのある方と

高齢で支援の必要な方が同じ場所でサービスを

受けることを言います。

　「ふくしのまちづくり基本構想」では、これ

まで高齢者向けのサービスとしていたデイサー

ビスやショートステイを障がいのあるお子さん

や大人も利用できるようにするものです。

住宅改修費用の助成
　自宅で生活しやすいよう小規模な住宅改修

に対して助成が受けられます。

（20万円を限度にその１～３割を自己負担）

■対象工事：手すりの取付、段差解消
　　　　　　和式トイレを洋式に など

福祉用具のレンタル
　日常生活の自立を助ける福祉用具をレンタ

ルすることができます。

■対象用具
　歩行器、車いす、特殊寝台 など

福祉用具の購入助成
　日常生活の自立を助ける福祉用具を購入し

たときに、助成が受けられます。（年間10万

円上限で、その１～３割を自己負担）

■対象用具
　腰掛便座、入浴用品 など

介護サービスの利用については、
　　　　　保健福祉センター（TEL 32-2000）までご相談ください。

お問合せ先：　保健福祉課　地域福祉推進室　32-2000

「共生型サービス」のメリット
○�多様な背景を持つ人々が一緒に活動したり、
過ごすことで互いに良い刺激になります。

○�社会からの孤立を防ぎ、社会の一員として
参加できる環境が作られます。

○�地域の交流や協力が促進され、地域全体に
一体感が生まれてきます。

『ふくしのまちづくり住民説明会』
　「ふくしのまちづくり基本構想、基本計画」につ

いて、皆さんの疑問に町と社会福祉法人ゆうゆう

が、お答えします。

■日時　８月１日（木）18:30～

　　　　８月21日（水）13:30～

　　　　　　　〃　　　18:00～　

■会場　保健福祉センター

　事前申し込み不要、直接会場へお越しください。

『ふくしのまちづくりラボ』
　町民の皆さんと今後の具体的な取り組み

について話し合います。

●日　時：７月19日（金）18:00～20:00

　テーマ：「農業や仕事」について語ろう

　会　場：保健福祉センター

●日　時：８月22日（木）18:00～20:00

　テーマ「創作、アート」について語ろう

　会　場：保健福祉センター

居宅介護支援
　要介護度やニーズ、環境に合った介護サー

ビスを利用するために必要な計画（ケアプラ

ン）をケアマネージャーが作成します。

●サービスを提供するところ
　町居宅介護支援事業所
　地域包括支援センター
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みんなでつくる『ふくしのまちづくり』� vol,3 「食の拠点」
　これまで様々な場面で町民の皆さんから寄せられた「ふくしのまちづくり」

に関する疑問やご質問にお答えいたします。

　今回は、拠点の「食」に関する機能の検討状況についてご報告します。

【ふくしのまちづくり基本構想 ビジョン５】
農業・食文化を推進する機能の構築
・地域の方々のお仕事と交流、子どもたちの学びを創出する「開放型の農場、作業所・休憩所」
・特別養護老人ホームの厨房機能を活用した、子どもを含むあらゆる世代への「食の拠点」
・子どもからお年寄りまで自由に集うことができる「イートインスペース」

● 事業はだれが考え、だれが行うのですか？
　ふくしのまちづくり基本構想では「自分たちで考え、自分たちで行動する。」を基本方針としてい

ます。地域の歴史や食文化を大切にしながら、新たな食に関するアイデアや取り組みを進めるために

は、町民一人ひとりが自ら関わることが欠かせません。

「ふくしのまちづくりラボ」によるプランづくり
　６月 28 日（金）公民館恵み野ホールにおいて、新たに整備す

る福祉施設を拠点に「食」に関する具体的なプランを町民自ら検

討するふくしのまちづくりラボを開催しました。

　社会福祉法人ゆうゆうの大原理事長と teco（てこ）の金野代

表から基本構想や基本計画ついて説明を受けた後、参加者はグ

ループに分かれ、それぞれ出し合った昔と今の和寒の味や食に関

する思い出や場所を参考にしながら、これから「どこで、誰と誰

が、できること、やりたいこと」を和やかに語り合いました。

● 「農業・食文化を推進する機能」とは具体的にどのようなものですか？
　新たな福祉施設について、「農業や食文化」の機能として、これまで開催したふくしのまちづくり

サミットやラボでは、町民から次のような意見が出されています。

　農業・食文化を推進する機能については、まだ具体的に決定したものはありませんので、引き続き

町民の皆さんと共に考えていきます。

■食べるところ・買うところ

（例）レストラン、カフェ、お総菜屋

　　 高齢者の暮らしを守る配食サービス

　　 施設利用者と家族が一緒に食べられる場所

　　 シェアキッチンによる日替わり店舗

� など

■農作物の活用

（例）規格外野菜の活用

　　 農産物の収穫体験

　　 南瓜、キャベツを使用したスイーツ

　　 和寒町の食材を使った献立募集

　　 保存食への加工（レトルト、缶詰）

� など

■食を軸としたみんなの居場所

（例）子ども食堂、食を通した多世代の交流

　　 幅広い年代が参加できる料理教室

　　 子どもたちへ食の大切さを伝える場

　　　（収穫・調理体験、メニューづくり）

　　 昔の食堂や家庭の味を再現

　　 特養利用者による畑づくり

　　 子どもたちが町内の食材を食べられる場

�など

広報わっさむ　令和６年８月号　広報わっさむ　令和６年８月号　梢梢22



●新たな特別養護老人ホームの厨房で小中学校や保育所の給食は作れませんか？

（１）学校給食
　新たな福祉施設で給食を提供する場合、法律上、特別養護老人ホームとは別に学校給食用の厨房を

設けなければなりません。本町の小中学校の給食は平成 18 年から士別市学校給食センターからの配

送方式で実施してきており、これまでも施設の維持費や事業の運営費を共同で負担しています。

　大きな負担となる新たな施設での設備整備費と士別市との事業連携を比較検討し、小中学校の給食

はこれまでどおりとしました。学校給食以外（夏休み期間など）での子供たちへの食の提供について

はこれからも検討していきます。

（２）保育所
　保育所では３歳未満のお子さんの給食は、施設内で調理することと定められています。また、食物

アレルギーなど個別対応のお子さんが増えてきていることを考えると、３歳以上のお子さんを含め、

これまでと同様に保育所内で調理を行うことが適切であると考えています。

○○○○○○○　やさしい地域づくりへ　認知症サポーター養成講座　○○○○○○○
　本町では、認知症に対する正しい知識と理解をもち、地域や職場で

認知症の方とその家族を温かい目で見守り、自分たちのできる範囲で

手助けする『認知症サポーター』を養成しています。

　「ふくしのまちづくり基本構想」の実現に向け、子どもたちの思い

を聞き取ることも必要なことから、社会福祉法人ゆうゆうの石川あゆ

みさんを講師に「認知症キッズサポーター養成講座」を実施しました。

お問い合わせ：　保健福祉課　地域福祉推進室　32-2000

町のホームページ
(基本構想、概要版）

【中学 2年生　6月 24日（月）】
　認知症当事者の話や認知症の人が暮らしやす

いまちづくりについて、動画を見ながら事例を

学び、「まちにこんなところがあったらいいな」

をテーマにグループワークを行いました。

　「ボールが使える公園」「空き家の整備」「本

が買える場所」などの意見が出され、自分たち

の望む居場所について考える機会となりました。

【小学 5年生　6月 14日（金）】
　映像やグラフから高齢化社会の現状や高齢者

は増えるが、子どもが減っていくこれからの年

齢構成を知り、驚く様子もありました。

　高齢者と接するのは「難しい」「大変」と感

じている一方で、「楽しいイベントを作る」「優

しい言葉でしゃべる」「コミュニケーションが

必要」など積極的な意見も出されていました。

『ふくしのまちづくり住民説明会』
■日時　８月21日（水）　午後の部13:30～　夜の部18:00～

■内容　�「ふくしのまちづくり基本構想、基本計画」について、町と社会福祉

法人ゆうゆうから説明します。

■会場　保健福祉センター

　　　　事前申し込み不要、直接会場へお越しください。
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